
■滝瀬遺跡の発掘調査
　設楽町八橋（やつはし）に所在する滝瀬遺跡は境川（さかいがわ）に面した河岸段丘上
に立地する縄文時代を中心とする遺跡です。江戸時代には三河と信州を結ぶ伊那街道が
通っていました。今年度は 1,470㎡の発掘調査を８月から 11 月の予定で実施しています。
■見つかった遺構（いこう）
　今年度の発掘調査では集石炉（しゅうせきろ）が７基程度、竪穴建物が１棟、その他、
袋状土坑等を確認しています。
　集石炉は加熱した礫を利用した蒸し焼き炉で、縄文時代以前の河川の跡の近くに集中し
て見つかっています。中には縄文土器の深鉢を埋めたものもあります。時代は縄文時代早
期から中期（約 9,000 年前から 5,000 年前）と考えられます。
　竪穴建物は中央に石を方形に組んだ石囲炉（いしがこいろ）があります。時代は縄文時
代中期から後期（約 5,000 年前から 4,000 年前）と考えられます。近くで見つかった袋状
土坑は貯蔵用の施設で、時代は縄文時代後期（約 4,000 年前）と考えられます。
■見つかった遺物（いぶつ）
　これまでに縄文時代早期・中期・後期の土器と石器が多数出土しています。縄文土器は
後期の深鉢が多く、注ぎ口が付いた注口土器（ちゅうこうどき）もあります。縄文時代の
石器では土掘り具として使った打製石斧（だせいせきふ）が多く、魚をとる網に付ける石
錘（せきすい）も幾つか見つかっています。
　縄文時代には目の前にある川で魚をとって、蒸し焼き炉で調理する…、そんな光景が見
られたのかもしれません。
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